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安藤裕･落合照雄*
なお､本資料の桜に関する部分は落合が､
その他の部分は安藤が分担し､今回も資料 と
したものの写真やコピイを掲載すように努め
た｡
本研究紀要 第11号(平成5年)に同題の研
ll
究資料 Iを載せたOこの資料ⅠⅠには､Iで取
扱った ｢植物天然記念物｣に対する三好の業
績の追加､終生続けた桜の研究､帝国大学理
科大学の大学院在学中に､日本の国費留学生
として赴いた ドイツのライプチヒ大学での研
究を選んで載せた｡
本編も三好の著書 ･論文或いは三好自筆の
資料により纏めたもので､前編同様､断片的
なものである｡前編で紹介した三好の 『授業
21
日誌』が､平成5年10月に岐阜県岩村町教育
委員会から復刻出版され､安藤の解説 ｢授業
3)
日誌と三好撃｣などが添えられている｡
この資料を作るに当り､いろいろなご教示
と資料の提供をいただいた三好の郷里の岐阜
県岩村町教育委員会の水野恭平教育長先生と
職員の方がた､東京教育大学名誉教授伊藤洋
先生､岡山大学名誉教授安江安宣先生､筑波
大学生物科学系教授牧岡俊樹先生に衷心より
お礼申上げる｡
※ 信州淡水研究所 (長野市桜新町5-36)
1.植物天然記念物
(1)三好撃が調査指定した植物天然記念物
大正8年(1919)史蹟名勝天然紀念物の保存
法が公布されたのを受けて､三好は史蹟名勝
天然紀念物調査委員を委嘱され､精力的な調
査活動を始めている｡最初の調査報告は同年
の8月になされ､翌 9年 2月､『史蹟名勝天然
紀念物調査報告』第2号 (内務省)として印
刷発行された｡三好の天然記念物の調査は終
生続けられ､昭和14年(1839)5月11日の思い
がけぬ死も､群馬県館林のツツヂの調査が原
因であった｡
三好が自身で調査 し､植物天然記念物に指
定したもののリストは､愛弟子の東京帝国大
学名誉教授本多正次博士によって作られてい
るが､その件数は314で､沖縄県を除 く日本全
土に及んでいる｡
昭和11年3月30日発行の 『天然紀念物調査
報告』(文部省)の第16指に附録 として大正8
年から昭和10年までの ｢植物に関する己刊天
然紀念物調査報告総目次｣(1-19頁)が添え
られており､三好がいかに多くの調査をし､
いかに多くの報告書を仕上げているかが判か
る｡ここでは本田先生の手になる三好が調査
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指定 した天然記念物の リス ト (1973)を表1 に再録 してお く｡
表 l.三好撃が調査 ･指定 した植物天然記念物および名勝一覧表
北海道
野幌麻姑林 ･円山原始林 ･藻岩山原始林 ･ヒノ
キアスナロおよびアオトドマツ自生地･霧多布
泥炭形成植物群落･鵜川ゴヨウマツ自生北限地
帯 ･歌オ7､十日生北限地帯 ･落合岬のサカイツ
ツジ自生地
青森県
法量のイチョウ
岩手県
盛岡石割サクラ･シダレカツラ･カスグリn生
地 ･勝源院の逆ガンワ･長泉寺の大イチョウ･
花輪堤-ナショウ7群落 ･華蔵寺の宝珠マツ･
竜谷寺のモリオカシタレ･実相寺のイチョウ･
藤島のフジ
宮城県
苦竹のイチョウ
秋田県
長走風穴高山植物群落 ･芝谷地湿原植物群落
山形県
伊佐沢の久保サ クラ･東根の大ケヤキ･熊野神
社の大スキ
福島県
三春滝サ クラ･吾妻山ヤエ-クサンシャクナナ
自生地 ･赤井谷地沼野植物群落 ･鳩賀川の牡丹
園 (名勝) ･荒井の大ヤマモ ミジ･猪苗代湖 ミ
ズスキゴケ群落 ･馬場ザクラ･中釜戸のシタレ
モ ミジ ･諏訪神社の爺スギ姐スキ
茨城県
いぶき山イブキ樹叢･桜川 (サクラ)(名勝)･
安良川の爺スキ･白旗八幡宮のオ-ツキイチョ
ウ ･大戸のサ クラ
栃木県
コウシンソウ自生地 ･金剛ザ クラ ･逆スキ
群馬県
安中原市のスキ並木 ･原町の大ケヤキ･横室の
大カヤ ･榛名神社の矢立スギ･鄭踊ケ岡 (ツツ
ジ)(名勝)･三波川 (サクラ)･華蔵寺のキン
モクセイ ･永明寺のキンモクセイ
埼玉県
田島ヶ原サクラソウ自生地 ･石戸蒲サクラ･牛
島のフジ･吉見百六ヒカリゴケ発生地 ･与野の
大カヤ
千葉県
太東海浜植物群落 ･成東町肉食植物産地 .清澄
の人スキ･府馬の人クス･神崎の大クス･竹岡
のヒカリモ発生地 ･†一本イチョウ･向山フジサ
クラ樹林
東京都
小金井 (サクラ)(名勝)･馬場大門のケヤキ並
木 ･善福寺のイチョウ･三宝寺池沼沢植物群落
･大島のサクラ株 ･練馬白山神社の大ケヤキ･
幸神神社のシグレアカンテ
神奈川県
早川のビランジュ･篇スギ･城願寺のヒャクシ
ン ･山神の樹叢
新潟県
了玄庵のツナギガヤ ･鳥屋野の逆ダケの薮 ･田
上村ツナキガヤ自生地･梅護手寺の珠数掛ザク
ラ･極楽寺の野中サクラ･将軍スギ･筈竪八幡
宮杜叢 .小木の御所サクラ･小山日日二ガンザク
ラ樹林 ･鵜川神社の大ケヤキ･橡平サ クラ樹林
･虫川の大スギ ･能生白LlJ神社社業
奮山県
十二町潟オニバス発生地 ･北般若の毘沙門スキ
･上 H寺のイチョウ･脇谷の トナノキ.利賀の
トナノキ ･宮崎鹿島樹叢
石川県
篠原のキンメイチク･相野の大スキ･御仏供ス
キ ･鹿島の森 ･堂形のシイノキ
福井県
常神のソテツ.小浜神社の九本ダモ ･カー徳寺の
ヤマモミジ･専福寺の大ケヤキ･杉森神社のオ
-ツキイチョウ
山梨県
山高神代サ クラ･富士山原始林 ･山ノ神のフジ
･精進の大スギ･鄭燭牧レンゲツツジおよびフ
ジザクラ群落 ･三恵の大ケヤキ･土沢寺のオ-
ツキイチョウ･本国寺のオ-ツキイチョウ･美
森の大ヤマツツジ･八木沢のオ-ツキイチョウ
長野県
東内のシタレエノキ･小野のシダレグリ自生地
･西内のシダレグリ自生地 ･岩村EIヒカ[)ゴケ
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産地 ･テングノムキメシ産地 ･新野の-ナノキ
自生地 ･八ヶ岳キバナシャクナケ自生地 ･素桜
神社の神代ザクラ
岐阜県
坂本の-ナノキ自生地･久々利のサクライソウ
自生地 ･竹原のシダレグリ自生地 ･根尾谷薄墨
ザクラ･弥蔵薙ノ＼ナノキ･富田-ナノキ自生地
･釜戸-ナノキ自生地 ･越原-ナノキ自生地 ･
揖斐二度ザクラ･加子母のスギ･霞間ケ渓 (サ
クラ) ･久津八幡神社の夫婦スギ･禅昌寺の大
スギ･千光寺の五本スギ･中将姫誓願ザクラ･
神測神社の大スキ･楓谷のヤマモミジ樹林 ･一
之瀬のホンシャクナゲ群落 ･下野の女夫マツ･
神ノ御杖スギ ･垂洞のシダレモミ
静岡県
狩宿の下馬サクラ･竜華寺のソテ､ソ･能満寺の
ソテツ･大瀬崎のビャクシン樹林 ･熊野の長フ
ジ･葛見神社の大クス･阿豆佐和気神社の大ク
ス･三島神社のキンモクセイ･八幡野八 幡 宮来宮神社
杜叢 ･新町の大ソテツ･杉樺別命神社の大クス
愛知県
川宇連-ナノキ自生地 ･木曽川堤 (サクラ) ･
清田の大クス･八百富神社社叢 ･鳳来寺山 ･神
明社のシイ･名古屋城のカヤ ･羽豆神社の社叢
･小堤西池のカキツバタ群落 ･牛久保のナギ･
津島の大ムク
三重県
東阿倉川イヌナシ自生地･西阿倉川アイナシ自
生地 ･白子不断サクラ･不動院ムカデラン群落
地 ･高倉神社のシブナシガヤ ･果号寺のシブナ
シガヤ ･椋本の大ムク･斎宮の-ナショウブ群
落 ･九木神社樹革 ･金生水沼沢植物群落 ･三多
気のサクラ (名勝)
滋賀県
平松ウツクシマツ自生地 ･南花沢の-ナノキ･
北花沢の-ナノキ･熊野のヒダリマキガヤ ･了
徳寺のオ-ツキイチョウ･鎌掛谷ホンシャクナ
ゲ群落
京都府
御室 (サクラ)(名勝)･深泥池水生植物群落･
遊竜松 ･常照寺の九重サクラ･大田ノ沢のカキ
ツバタ
大阪腐
妙国寺のソテツ ･薫蓋クス
兵庫県
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妙見の大スキ･生島樹林 ･日置の-デカガヤ ･
淡路国道マツ並木 ･千手のマツ･八代の大ケヤ
キ
奈良煉
千足院ナラヤエザクラ･春日神社境内ナギ樹林
･妹山樹叢 ･室生山暖地性シダ群落 ･向測スズ
ラン群落 ･吐山スズラン群落 ･八ツ房スギ
和歌山県
新宮蘭沢浮島植物群落 ･ユノミネシダ群落 ･神
島 ･熊野速玉神社のナギ
鳥取県
渡波伎神社社叢 ･倉田八幡宮社叢 ･大野見宿祢
命神社社叢 ･伯者の大シイ･白兎神社樹叢
島根県
クロキヅタ産地 ･日御碕の大ソテツ･高津連理
のマツ ･三隅大平ザクラ ･海潮のカツラ
岡山県
トラフグケ自生地 ･菩提寺のイチョウ
広島県
沼田西のエヒメアヤメ自生南限地帯･忠海八幡
神社社叢
山口県
川棚のクスの森 .小郡町ナギ自生北限地帯 ･共
和のカシの森 ･笠山コウライタチバナ自生地 ･
満珠樹林 ･千珠樹林 ･大日比ナツミカン原樹 ･
平川の大スギ･法泉寺のシンパク･大玉スギ･
小串町エヒメアヤメ自生南限地帯･佐賀の夫婦
マツ ･峨楯山樹林 ･余日臥竜梅 ･河原の大ガン
･木部の大センダン
徳島妹
鳴門の根上 りマツ
香川県
宝生院のシンパク･誓願寺のソテツ･白鳥のウ
バメガシ ･皇子神社社叢
愛嬢県
下柏の大柏 (イブキ) ･福岡八幡神社樹叢 ･往
至森寺のキンモクセイ･千疋のサクラ (名勝)
高知県
タチバナ ･大谷のクス･杉の大スギ･伊尾木洞
のシダ群落 ･平石の乳イチョウ･八束のクサマ
ル-チ自生地
楕岡県
太宰- 社のクス･慧薫宗悪 さ,7芙) ･本庄の
クス･英彦山の鬼スギ･沖の島原始林 ･久喜宮
のキンメイテク･黒木のフジ･立花山クスノキ
140 清泉女学院触期大学研究紀要(第12F,]-1,
原始林 ･隠家森 ･鎮西村のかノラ･太宰府神社
のヒロ-チシャノキ
佐賀県
川古のクス･広沢寺のソテツ･有田のイチョウ
･嬉野の大チャノキ･普明寺のキンモクセイ･
黒髪山カネコシダ自生地･高串アコウ自生北限
地帯
長崎県
鰐浦ヒトツバタゴ自生地･地獄地帯シロドゥタ
ン群落 ･野岳イヌツゲ群落 ･普賢岳紅葉樹林 ･
原生沼沼野植物群落･池の原ミヤマキリシマ群
落
熊本県
藤崎台のクスノキ群 ･手野のスキ･スイゼンジ
ノリ発生地･立田山ヤエクチナシ自生地 ･笛鹿
のイチイガン･大野下の大ソテツ･阿弥陀スギ
･下の城のイチョウ･麻生原のキンモクセイ･
竹の熊の大ケヤキ･下田のイチョウ
大分県
杵原八幡宮のクス･松尾寺のソテツ･大杵社の
(2)植物天然記念物の保護
"PreservationofBotanicalNatural
Monuments' 図版20､地図 1
内務 省刊行 (1926)の 『Preservationof
NaturalMonumentsofJapan』 pp.5-
16(19×26cm)(図1)
この出版物は､1926年10月30日～11月11日
まで､東京で第3回汎太平洋会議が開催され
た際に内務省で準備 したものである｡内容は
Ⅰ.LawforPreservingSceneryandHis-
toricandNaturalMonuments. Ⅰ.Out-
lineofRegurationsforthePreservationof
NaturalMonuments II.Preservationof
BotanicalMonuments(三 好 撃) Ⅳ.
PreservationofGeologicalNaturalMonu-
ments(佐藤博蔵) Ⅴ. Preservationof
ZoologicalNaturalMonuments(渡瀬庄三
那)より成っている｡第ⅠⅠ章によると過去 8
年の間に420の保護指定があり､その内訳は歴
史的なもの166､景観についてのもの47､動物
大スキ･緩木神社のマツ
宮崎県
狭野のスギ並木･高島のヒロウ自生地.lti臼二の
キンモクセイ･八村スキ･揚 ノ宮の座論梅 ･高
岡の日加梅 ･去川のイチョウ
鹿児島県
キイレツナトリモチ産地･ヤッコソウ発生地･
蒲生のクス･鹿児島県のソテツ臼生地･ヒガン
ザクラ自生南限地･川内川のナスジノり発生地
･栗野町ハナショウブ['l生南限地帯･家崎のク
ス
=都府県以上にわたるもの
ツバキ自生北限地帯 (青森､秋田)
-マナス自生南限地帯 (茨城､鳥取)
エヒメアヤメ自生南限地帯(山し1､佐賀､愛媛)
ノカイドウ自生地 (宮崎､鹿児島)
へゴ自生北限地帯 (東京八丈島､鹿児島)
が24､植物が146､地学･鉱物が19である｡三
好は第ⅠⅠ章を担当し､表題その他は上に示し
た通 りで､内容は次の様であるo
まず､植物天然記念物 として保護､保存を
必要 とするものとして17の項目を上げ､その
内から､｢社叢､巨樹､名木､典型的な原始林､
典型的な高山植物群落､溶岩洞窟の高山植物
群落､珍稀植物の自生地､著るしい植物の分
布境界､野生植物に現われた著るしい崎態､
オニバスEurialefe710XSaliseの自生地､典型
的な泥炭地､海岸小島峡の特種植生｣につい
ての概説をし､｢高砂の相生の松｣に始まり､
｢ヒカリゴケ｣までの解説を､20の写真図版
と ｢富士山の原始林保護区｣の地図を添えて
行っている｡
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なお､前報 (1992)の166頁､右側､上か ら
9､10行 目は､"PresrervationofBotanical
NaturalMonuments"内務省刊､1926(大正
15年)に訂正する｡
(3)雑誌 『史跡名勝天然紀念物』への寄稿
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ll. PeatbogsTlこhこypICalっeatproduclユgPlantS･
12･ Sandduneswithsand王klユgPlantS･
13･TheTm lspTlngSlnWhlClncbaracterisこicplanLS(algaeand
bacこerT.a)abot=nd.
1-4･T-;13lCalnatlral=】eユdo∇-planとfoTnations･
15･ Groundswhereorchids.feTユS,I-ycopods,tTl･こlngPlaこtS.
芯ossesa･ndic-1enS負01T,.Sh,oT:TeesOn∇blCb:hesepiユn亡SgTOV
togetner.
151 05shorelSietspossesslnga?eCulaTaOrrl
lT. RareYJSe=-1LlWildっlユntS.
､T=L
図 l 三好撃の"Preservat10nOfBotanicalNaturalMonuments"(1926)の第 I頁
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創巻の大正 3年から12年までに三好が同誌 -寄せた報文などの リス トを表 2に掲げようO
表2.雑誌 『史跡名勝天然紀念物｣(史跡名勝天然紀念物協会発行 大止3年 9j-‖こl日
大正 3年 巨 9月)欧米各国に於ける天然紀念物保存事業視察談 1巻 1号3-4貞
3
5
5
5
6
6
6
7
8
8
8
8
8
10
10
10
10
10
10
ll
ll
12
12
12
全 1,2,1ト12
優れたる桜の品種 1,10,73-74
天然紀念物の保存に就て 1,12,91-92
天然紀念物保存雑記 1,14,110-111
全 (紘) 1,15,117-12n
公園庭園等に植栽すべき桜樹の品種に就て 1,17,131-132
Hの出手芸と杉の木苔に就て 1,21,170
日本紀念植物の保存に就て 2,ll,81-83
霞間ケ谷の桜 3,2,9-ll
植物の利用と保存 3,4,25-27
中野博士の浮島研究紹介3,5,33
史跡名勝天然紀念物保存法の発布に就て 3,7,49-50
芭蕉の句碑と名勝地の紀念 3,10,76-80
花の木に就きて 4, 1,27-28
桜草の自生地に就て 4,4,43
校垂栗に就て 4,5,54-55
岩手県下旅行雑記 4,7,75-76
巨樹の太さの測l)方並に保存に就て 4,10,115-116
長野県に産する天狗の麦飯に就きて 4,ll,124-125
犬山城 と村瀬太乙 5,2,14-15
桜品と桜塞 5,4
天然紀念物としての原始林 5,12
本邦中部に於ける ｢ひとつばたご｣自生地の発見 6, 1,1-2
桜の名所と其保存 6,4,41-43,46
(4) 三好に関連 した植物
三好は分類学者ではないが､彼が発見し､
記載 した植物に ｢こうしんそう｣Pinguicula
ramosa Miyoshi(たぬ き も科 Lentibula-
raiaceae)があるが､伊藤洋先生のご教示によ
ると､この他に三好を記念 した植物の学名に
は､次のようなものがあるそうである｡
MlyoshiaMakino
サ クライソウ属 (1903)
MかoshiaceaeMakino
サ クライソウ科 (1903)
MかoshialesNakai
サクライソウ目 (1941)
MiyoshielaKawamura
トラフタケ菌属 (1907)
伊藤先生によると最初､川村はMかoI
shiaKawamura(1907)としたが､サ
クライソウ属の名が先に出ているので､
後にM如)sh埠 に改めたとい う ｡
2.桜についての研究
(1) 日本の山桜 ･里桜の植物分類学的研究
と三好学
a)三好は大正 5年(1916年)『日本の山桜､
その野生形 と培養品種』(DiejapanischeBeyg-
I/i'-雌 ･f'存合 植物学打三好畢 研究資料 II
kirLqChen,ihret4,'ildformenundKulturras-
sen)と題する論文を東京市国人学理科大学
紀要､理科第34冊､第1編として発表した｡
UrlleISuChungerlUberJar)anischc )くirschen l
ll～IArIYIMrTMtlJ
JI･r∫r-■･JJA山■･P.
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重桜が存在し､平安時代には沢山の桜の品種
があった〔)現存する "普賢象"(:艶桜で八重)
は足利時代或いはそれ以前からあったのでは
T)h I叩tTlはぐhrLlllIr･lI;kllT,.llrHl.
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図2 三好の桜の研究 "UntersuchugenuberJaPanischeKirschenlH(1920)(左)と "DleJaPanlSChen
Bergkirschen,1hreWldformenundKulturrassen EInBeltragZurFormenlehre"(1916)(右)の第 1
頁
B5版､本文175頁､当時としては珍らしい着
色石版刷で多数の種類の桜の図示 (16図版)
を含め､23図版が附されている (図2)0
この論文の項目を見ると､第 Ⅰ章 序論､第
ⅠⅠ章 栽培種 (里桜)の歴史､第Ⅰl章 山桜 と
写生図の文献､第Ⅳ章 日本の山桜に関する系
統的､分類学的業績､第Ⅴ章 山桜の学名問
題､第Ⅵ草 野生山桜の種類と品種､第Ⅶ章 山
桜の栽培種と続き､第Ⅷ章 以下は栽培観察､
山桜の奇形､山桜の保護､結語となっている｡
重要と思わるところの内容を紹介すると､
第Ⅰ章では今から1000年前の奈良時代には八
ないのかという｡江戸時代には京都､その周
辺や江戸では大変多くの桜の品種が育てられ
た｡ついで桜の名所として､1000年は経過し
ている吉野山(奈良県)､8kmにわたり玉川上
水両岸に桜が生育している小金井 (東京府)､
吉野山に次いで来歴が古 く､北方系タイプの
種が集められている桜川(茨城県)､吉野山の
桜を移植 したといわれる嵐山(京都市)､荒川
沿いに4kmも里桜の品種が植えられている荒
川堤 (東京肝)の5地区が紹介されている｡
第m章は山桜､里桜の写生図譜について述
べているO古くから桜の愛好家､画家によっ
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て沢山の写生図譜が出されているし,三熊花顕
の ｢桜譜｣､坂本浩然の ｢桜譜｣､堀良IUの ｢桑
譜｣などを紹介 し､これらの図譜は現存する
桜の品種 と一致するだけでなく､よくその特
徴を提 らえ､葉柄にある蜜腺､鱗片､花弁の
脈に至るまで細か く写生されている｡
第Ⅴ章では以前からシナ ミザ クラが 日本の
山桜 と同じ仲間と見られているが違 うこと､
そして日本の桜の基本種について述べている｡
第Ⅵ章でいよいよ桜の種類が記述され､野
生の桜はヤマサ∵クラ (シロヤマザ クラ) とオ
オヤマザ クラ (ベニヤマザ クラ)であり､ヤ
マザ クラでは開花直前の芽の色に4種の類別
がある｡花弁は 5枚､6-7枚､10数枚の別
があり､香の有無､花榎に毛があるか否か等
表3.r日本のLJ桜 ･里桜｣種類一覧表
ここでの桜の種別は､1993年､Ilt渓セレクション
により種粕か分 けられる｡
このようにして纏めると､緑芽3種､黄芽
14種､茶芽18種､赤芽26種､花棟に毛の有る
もの 4種で､合計65椎 をあげている｡二の う
ちには匂桜が10種､花弁が6-7枚の桜が3
種含まれている｡それぞれの桜を新品種 とし
て記載 し和名をつけ､花や芽の彩色図をほと
んどの品種について戟せているOこれを和名
で纏めたものが表3のヤマザ クラ系である｡
なお表中 ( )のものは､その前にある同一
番号の品種 と同じであるが､花弁の色が異な
る等で区別されるもので､三好により亜品種
とされたものである｡この記載のもとになっ
た桜は大部分小金井のものであったO
ついで本州の北方に分布 しているオオヤマ
｢日本の桜｣の中の川崎哲也解説､木原浩写真 ｢桜
図譜｣129頁～342頁を参考にした｡
種類 ･品種の大別は､エビヒガ'ン系､ヤマサクラ系､オオヤマサクラ系などとした｡
ヤマザタラ系
Ⅰ青芽 1 青芽桜
2 淡雪桜
匂 桜
3 大島桜
rI黄芽 4 梅鉢桜
5 神代の桜
6 瑞穂桜
7 八房桜
8 大花桜
9 巴 桜
10 孫 桜
11 扇 桜
12 入日の桜
(12) 明石桜
13 三吉野桜
14 雀 桜
匂 桜
15 小川匂
16 荒川桜
茶芽 17 小梅桜
18 大根桜
19 都 桜
20 錆 桜
21 浮島桜
22 東 桜
23 曽孫桜
24 栄 桜
25 口紅桜
26 花月桜
27 初 桜
28 群 桜
(28) 小郡桜
29 山鳥桜
匂 桜
30 桜川匂
31 吉野匂
32 鎗成桜
八 重
33 八重山桜
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Ⅳ′ホ芽 34 源氏桜
35 長柄桜
36 弥生桜
37 日玉桜
38 枝穂桜
39 小山桜
40 富上見桜
41 二輪桜
42 鐘鳩桜
43 日の山の手-;i'-
(43) 高嶺桜
44 東天桜
45 旗竿桜
46 星 桜
47 誉 桜
48 穂咲桜
49 内裏の桜
50 朝日桜
51 薄紅桜
52 乗 車妄
Ⅰ緑芽
H茶芽
オオヤマザタラ系
サ トザクラ系
A 白 花
53 江北匂
54 磯部桜 B 赤 花
55 小金井匂
56 吹寄桜
一重八重
57 六弁桜
58 大和桜
Ⅴ有毛 59 育毛桜
60 薄毛桜
61 八房毛桜
62 立毛桜
Ⅰ赤芽 1 紅桜
2 梅子桜
3 団扇桜
4 初雪桜
5 小町桜
ⅠⅠ茶芽 6 羽衣桜
7 常磐桜
8 布袋桜
9 紅梅桜
11黄芽 10 明星桜
Ⅰ緑芽
ⅠⅠ茶芽
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a一重
1 青 葉
2 墨 染
3 虎の尾
b八重
4 早晩山
5 両 宿
6 【′】 砂
a一重
7 水 上
8 類 嵐
9 明 月
10 苔清水
b一重八重
11 鷲の尾
12 有 明
13 大堤燈
C八重
14 族 桜
15 白花真桜
(15) 赤花真桜
16 牡 丹
a一重八重
17 御車還
b八重
18 H 暮
19 福碩寿
20 八重曙
21 松 月
a一重
22 小汐山
b八重
23 九 重
24 奥 都
25 砥 女
26 朱 雀
27 法輪寺
28 江 戸
29 王昭君
30 渦 桜
(30) 雲珠桜
31 五所桜
32 一 葉
33
llJ一丸:i:Ll;:l;I,lt如期 ノヾノー′:fIJl`'JLtEl'.己駄 1712I,i
C 黄 花
34 楊鞍妃
35 娯 麟
36 南 天
37 紅虎尾
38 糸 括
Il赤芽 a一環
39 嵐 山
40 便 殴
41 紫 桜
(41) 八重紫桜
b一重八重
42 長州緋桜
C八重
43 閲 1】
(43) 増 1】
44 普賢象
(44) 打普賢
45 1g %
(45) 浅 黄
46 御衣黄
D 有 毛
ザ クラについては､赤芽5種､茶芽4種､黄
芽1種､計10種ですべて新品種として記載さ
れたo和名リストは表3のオオヤマザクラ系
にあり､附図に花の写生図を載せているが､
桜は日光と札幌のものであるO
第Ⅶ章は栽培種についてである｡はじめは
里桜であるO分類学上の基準としては､開花
直前の芽の色､花弁数､花色､花棟の毛の有
無､匂桜か否か､木振り､花の着き方等多岐
にわたっている｡
里桜は古くから先人により育成されたもの
で花冠が大きく､色もあでやかで､シロヤマ
サクラに比べてかなり目立つ桜である｡三好
により古文献等による和名が照合され､新品
種 として記載されたのは白花で緑芽 6種､茶
芽11種､赤花で緑芽 5種､茶芽18種､赤芽9
種､黄花3種､花梗有毛 3種､匂桜 7種､木
振 り直立の桜 2種､菊桜 4種合計68種である｡
E /LiJ 桜
Il′l花 47 億 号与
48 E′] 雪
Ⅰトホ花 49 高 砂
I緑Lj二
ⅠⅠ茶芽
() 細川'L=J
1 TLt]:香
2 満但符
3 満 H
4 駿frlJ否j-tLJ
5 眺 /tl)
6 仁 /tL]
F 直 ､/
57 Jiの川
(57) L /
G 菊 桜
58 菊 桜
59 fHE7,桜
60 鴨 桜
61 小菊桜
ホウキサクラ系
62 程 々
63 泰山府君
これら種名リストをまとめると表3のサ トザ
クラ系のようになる｡
三好の新品種の記載は､木の大きさ､形､
木肌の色､轍葉の色､葉の形､大きさ､葉柄
にある蜜腺の位置 .数､薬包の色 ･大きさ､
花の咲き方､花序の形､花序内の各総軸の良
さ､総長､花竃の色 ･大きさ､小色の大きさ､
考筒の大きさ､琴歯の形 ･大きさ､花径､花
色､花弁数､花弁の形 ･大きさ､雌薬と雄薬
の長さ､花否の有無､花棟の毛の有無､この
ほか所在､花期､特徴のコメントなど大変詳
細である｡今まで述べたヤマザクラ､オオヤ
マサクラ､サ トザ クラとも上記のように細か
に記載されているo
栽培種のもう1つはホウキザクラである｡
枝細 く木全体が等状を呈することからこの名
がつけられたもので､2種が新品種 として記
載されている｡表 3のホウキザクラ系に和名
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がある日
なおサ トザ クラ ･ホウキサ クラとも研究に
使われたのはほと/i,と荒川堤の桜てある｡
b)大正10午(1921年)『桜花図譜』を出版し
た(図3)｡これは2帖よりなりB4版横間き
て､桜の種類は現 寸大で着色木版写′Llxl譜で
ある､〕上巻には枝垂桜､十月桜を含めてエ ト
ヒガン系8種､カンヒサクラ1桂､ソメイヨ
シノサ クラ1種にはじまり､ヤマザクラ系39
稚､オオヤマサクラ系5種､サ トザクラ系16
種合計70種 (正確には2種､68品種)を数え
るC 卜ー巻はサ トザクラ42種(正確には42品種)
を載せている｡二の図譜の解説本は同時に発
売された 『桜花概説』である｡この本は桜の
種類と名所､桜の略歴､普通の桜の3項目か
らなり､附録として ｢増補桜に関するlxl書解
題略｣を載せている｡
先に発表した東京市国大学紀要の論文では
一般の人々に桜の止しい棟数や品種名等の普
及をはかることができないことから､紀要に
なかったエ ドヒガン系やソメイヨシノザクラ
などを加えてこのLA譜が作られたものであるO
はじめ東京で出版する予定のようであったが､
結局京都市芸仲堂で出版された｡
C)『桜花図譜』の出版をはさんで三好は第2
段の桜の研究を発表した｡
図3 『桜花図譜』の図 (大1上1O年､1921)
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FH本の桜についての研究』LUntersuchtm-
gentiberjapanischeKirschen)(図2i
Ⅰ 大正 9年(1920) 植雑34巻 404-号
Ⅰ 大正11年(1922) 植推36巻 421-号
Ⅰl 昭和 3年(1928) 植推42巻 504号
の3編よりなり前後9年間かか-ノている｡
Ⅰ.(図9)の内容は ｢日本の山桜 と里桜｣
に載せなかったエ トヒガン系15種､ヤマサ ク
ラ系12種､オオヤマサクラ系 1種､サ トザ ク
ラ系3種､合計31種(正 しくは5種､26.i占種t
を19頁にわたり植物分類学上の記載をし､学
名をつけている (た ヾし内1種は記載はある
が学名はつけていない)｡記載はかなり詳細で
あるが､[剤ま線画による菓 ･花4種のみで､
彩色写生図は前記 『桜花図譜』の中にありと
指示している｡
ⅠL では三好か日本各地の著名な桜を天然
記念物 として指完三したものなどを中心にLて
書かれている｡ヤマザクラ系7種､カンヒザ
クラ系3種､カスミザクラ系 1稚､オオヤマ
ザクラ系1種､サ トザ クラ系10種､合計22種
(正しくは2種､20品種)で14頁にわたり学
名が記載されている｡
図は 1枚も入っていないが 『桜花写生図』
(大正 9年から昭和 3年までに画かれた図評､
以後若干追加された｡)を見るように指示して
いる｡
この中には古歌にうたわれた奈良八重桜や
白子の不断桜など有名な桜がとりあげられて
おり､このほかではヤマザクラ系の二度桜(岐
阜県)のように二段になって咲 く珍しいもの
も含まれている｡
II.ではヤマサクラ系2種､サ トザ クラ系
7種､エ ドヒガン系2種､フェザクラ系1使､
合計12種 LLELくは 1種､11品種)の学名が
8頁にわたり記載されているL,附図はなく､
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前述の 『桜花写生図』の中にある図を指示 し
ている｡
この中にある目立ったものを挙げると､金
沢市兼六公園内にある菊桜で､花弁数か一つ
の花に300枚 という変った ものである｡冬桜 も
研究対象 となった｡中候姫誓願桜は再記載で
表4.『日本の桜の研究』種頬一覧表
エ ドヒガン系
1 彼岸桜 (白彼岸)
2 紅彼岸
3 薄紅彼岸
4 薄毛彼岸
5 群彼岸
6 糸 桜 (枝垂桜)
7 紅枝垂
8 八重紅枝垂
9 曙彼岸
10 千代彼岸
11 十月桜
12 蒲 桜
13 勝手桜
14 白滝桜
15 盛岡枝垂
63 四季桜
64 八重四季桜
ヤマザタラ系
16 曙 匂
17 口紅匂
18 御幸桜
19 青 木妄
20 白雲桜
21 初見桜
22 樺 匂
23 下馬桜 (狩宿桜)
24 東天匂
25 弥彦桜
26 小口紅桜
27 初重桜
32 ノし千代桜
33 菊咲山桜
34 九重匂
35 八重左近桜
‖ ??
?????????????????
??? ?
????????????
????
あるCI-11の桜をまとめると表 4となる｡
桜はほと/I/どH本産 といってよい｡ Lか し
外国に も野生種はあるo明治44(1991年)三好
は印度旅行の折にダー ジリンとその附近のIlt
中でヒマラヤ ヒサ クラ (三好はヒマラヤザ ク
ラとよぶ)を観察 し､カンヒサ クラ (三好は
37 富F片桜
49 十六日桜
54 誓願桜 (再記載)
55 御屋根桜
オオヤマサタラ系
28 錦 桜
38 里車中の桜
カスミサクラ系
48 奈良の八重桜
サ トザクラ系
?
?
?
?
???
?
?
???
?
?????????
??
?
???
?
????
?
?
?
?
?
??
?
??
?
?
?? ??????????????? ?
????
薄紅寒桜
薄寒桜
小葉桜
フユサクラ系
?
?
? ??
??
?
???????????
???????
??
〓
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カンザ クラと誤用)と比較研究している｡
なお､三好はこの桜の分碩学的研究にあわ
せて､桜には ｢向上性｣があると述べている｡
三好自身の実験によると､山桜で茶芽の実生
では､赤芽のものが生ずることO-重桜の実
生から6弁～10弁の八重の桜が生ずること､
これらを三好は前進的すなわち向上的傾向と
している｡里桜でも実際に紫桜の実生から八
重が､小塩山の実生から八重で匂桜が出てい
る｡彼のいう向上性とはシンプルなものから
より複雑なものへという事のようで､すべて
実生で起きているとしている｡
同様なことは他の桜でもあり､殊にマメ桜
(富士桜ともいう)に著しいという｡マメ桜
の野生樹林や群落中によく見られ､′ト輪から
車輪 ･大輪へ､単弁から八重へ､花色も紅色
のや ､強いものや､かえって純白なものへな
どの変化がある｡しかし､向上性のない種類
もある｡この向上性のあるものは､その発現
を上手に誘導することにより､より美しい園
芸品種ができるので十分研究する必要がある
と述べている｡
(2) 桜の古文献を活用した三好
三好は桜の品種保存などの熱心な愛好者と
交友を深めた｡荒川堤の桜の保存に終生尽し
た船津静作氏などはその一人である｡そこで
は桜の品種がきちんと整理され､台帳も保管
されており､古 くからの名花が植えられてい
た ｡
日本人の桜好きはかなり以前からで､沢山
の山桜 ･里桜の写生図譜が残され､墨跡があ
り､和歌にうたわれていた｡三好は桜の品種
の同定のためこれら古文献､特に写生図譜を
丹念に調べ､何人かの撰者や写生画家を発掘
したO残された桜図譜の中は極めて正確に写
生され､着色され､芸術的にも優れた作品が
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多く､そのうえ各図に品種名がつけられてい
て､現存する品種 と照合すると一致していた｡
これらの人々を三好がまとめたのが表 5であ
るO
それによると止保年間(1655年前後)に著さ
れた郡波活所による ｢桜譜｣には12種の桜の
記載があるが､これは恐らく我が国最初のま
とまった桜図譜であると述べている｡
寛政の頃､桜の熱心なる愛好者であると同
時に優れた画家でもあった三熊花顕は､妹の
露香と共に桜の観察と写生に努め寝食を忘れ
る程であったという｡京都に住み ｢桜花帖｣
に36種の桜を写生し桜の好きな人に贈ってい
る｡
この ｢桜花帖｣の画について三好は次のよ
うに述べている｡
1.一つ一つの桜の品種の特徴を画面に現
わしている｡
表5.桜の蒐集家､寓生主家､愛護家
邪 波 活 所 正 保
⊂芸一芸諾
三 熊 花 顕(茎)
同 露 香(塞)
贋 瀬 花 隠(塞)
市 橋 崖 峯 1
僅 井 雪 鮮 (塞)/
元 禄
正 徳
寛 政
文 政
享 和
文 化
????
36種
234種
白 河 禦 翁 文 政 124種
屋 代 弘
三 好 汝
久 保 樫
坂 本 浩
≡)倭 ) 文 政 64種
天 保 136種
堀 良 山 文 久 250種
-樺 戸 圭 緒(塞)｢
｣跡 見 玉 枝(葦)
明 治 150椎
現 代
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2.占い雅かな描法によI目送のE'_]然の姿 ･
形と生態とを現わすことに努めている｡
3.幹 ･枝を淡墨にて画き､花に十分の色
づけをしている｡
4.若葉の色と形の変化をはっきりと現わ
している｡
専門的方面から見て､この本は百舘年の昔
の作品であるがよく桜の品種の特徴をつかん
でおり重要な参考資料となると三好は高 く評
価 している｡
同じ頃江戸では桜園かもうけられ沢山の名
花が栽培されていたが､本所市橋星峯邸にあ
った桜の品種を画家桜井雪鮮によって200種
余画かれたものに ｢桜譜｣があった｡
江戸時代後期黄 も名高かったのは麻布長者
ケ丸桜園である｡これは久保帯刀邸にもうけ
られたもので､彼も大変な愛桜者であったと
いう｡この桜を写生したのが坂本浩然で ｢長
者ケ丸桜譜｣といい134種の里桜が画かれてい
る.彼には別に ｢群桜花譜｣130E当があるO
このほか著名なものとして文久元年(1861)
堀良山 (長野県須坂藩主)による ｢桑譜｣が
ある｡この写生本には252図の桜の品種か彩色
画として載せられているが､その大部分は市
橋長昭の ｢花譜｣より転載したものであると
いつ(,
以 上､三好が紹介した文献の図譜や画家に
ついて彼の論文の中から引用したか､古文献
の中に見える桜の名所を三好がまとめたもの
が表6である｡これで見ると山桜は山や堤を
中心に広範囲な地区にわたっているが､里桜
は荒川堤を除いては個人宅邸で植栽されてい
た｡
三好はこのように古文献を活用するだけて
でなく自らも収集に努めた｡そして､それら
に通し番号をつけ ｢桜に関するLxl書解題略｣
表6.樫の名所及樫の品種の植場所
.I.- r室1 山 僅
M l目標小 金 伴 111樫 ノL 文 頃
嵐 Iu lll楼 )L文 Efi
霞 問 ケ 谷 山 僅 享 緑
本 所 九 の 棺(市倍 ら川筆) 里 嬰 再H 文化
浴 恩 園山 川楽翁) Fll_牲 丈 uli
土主著ケ丸僅園(久保僅頓) L酎賢 人 保
了 ∴ 一:一 一｡
E封嬰 trjJ 冶
_L射嬰 明 治
とい:)名称のもとに 『桜花概説』･『桜』･『史
蹟名勝天然記念物』に載せているが､総数876
篇の多数にのぼっているCその部門別の数は
表 7の通 りで､これら収集した文献の桜の品
種､名所､名木､巨樹等に関するi)のの要点
を次の8項目にまとめている｡
1.珍奇を桜の品種の記載と写生図は宝暦
の頃(18世紀､p-ば)から出ていたし1
2.桜の占～Ⅰ種の美しい写生図を集めた桜花
譜類は寛政 ･文化 ･文政 ･天保(18世紀
末～19世紀前半)の間に作られたもの
か多い｡
3.桜の品種を正しく表わした画は安永の
頃(18世紀末)から知られている｡
表7.桜に関する図書解題数
占7- 種 58
東 生 園 70
給 蓋 39
7製 跡 58
雑 説 145
詰 31
和 歌 39
狂 歌 23
俳 句 44
名所の僅
吉 野
樫川並 rこTj引 山
嵐山嵯峨東山等
隅 Hi 川
上 野
小 金 井
荒 川(江北)
其 他 の 名 所
総 計
?
?
?
? ?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
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4.拝の相歌に詠まれたる桜は､山桜であ
る｡
5.狂歌 ･俳句に現われたる桜にはTql_桜の
個々の品種が少なくないし｡
6 .桜の名所のなかで､吉野山についての
文献が最 t,多いLlこれはお花見の歴史
か古いからである｡
7.小金井の桜についての文献がや ､多い
のはそれが江戸に近かった為である｡
8.桜のE沌巨 名木に関する記事 .図絵等
は単行本または一枚ず りで発行され､
名所図絵 ･随筆 ･紀行その他の本のな
かに見られるものi)少なくないO
(3) 桜の天然記念物 と三好
桜の研究を進めていった三好は巨樹 ･名木
等を国内各地に訪ね､いくつかの桜の保護 ･
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保存をはかるため名勝 ･天然記念物指定に努
力した｡三好が係わった桜についてまとめた
のか表 8である｡
これをまとめると､名勝 7件､名勝及び天
然記念物 3件､天然記念物31件計41件 となる｡
このうち名勝､名勝及び天然記念物は桜の
集団生育地である｡天然記念物 としては巨樹
が目立っている｡し吏樹第 1､第 2といわれる
日通幹岡の大 きいものは圧倒t和二彼岸桜か枝
垂彼岸桜で､大変長寿であるD根尾谷の淡墨
桜､三春の滝桜､長野市芋井の神代桜などは
これに該当する｡山桜にもこのような長命な
ものがある｡
名木といわれるものの中には､古来からの
由緒のあるものか多い｡｢いにしえの奈良の都
の八重桜-｣の古歌に因んで名付けられた奈
表 8.三好の報告により名勝 ･天然記念物となった桜一覧
名 勝
1 奈良県 詰野山 山 桜
2 京都市 御 室 里 桜
3 京都市 嵐 山 山 桜
4 東京都 小金井 山 桜
5 東京都 荒川堤 里 桜
6 茨城県 桜 川 大山桜
7 宮城県 柑ケ岡 彼岸桜 枝垂桜
名 勝及び天然記念物
1 岐阜県 霞間ケ谷 山 桜 彼岸桜
2 岐阜県 木曽川堤 彼岸桜 桟垂桜
3 埼玉県 熊 谷 堤 染井吉野桜
天然記念物
1 鹿児島県 彼岸桜自生南限地
2 島根県 三隅太平桜
3 I,i諸口市 京都御所の左近の桜
4 京都市 祇園の枝垂桜
5 奈良市 知足院奈良八重桜
6 大阪府 磯良神社の伊保桜
???????
??????
7 滋賀県 醒井の不断桜 山桜系
8 三重県 tJl子の不断桜 山桜系
?????????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
三重県 月弔源寺の金龍桜 埋 桜 名木
金沢市 兼六公園の菊桜 菊 桜 名木
岐阜県 根尾谷淡墨桜 彼岸桜 巨樹
岐阜県 輯斐二度桜 山桜系 名木
岐阜県 中将姫誓願桜 山 桜 名木
岐阜県 狩宿下馬桜 山 桜 巨樹
山梨県 山高神代桜 彼岸桜 巨樹
山梨県 つつじ原の富士桜 マメ桜
長野県 葉桜神社の神代桜 彼岸桜
新潟県 梅穫寺の数珠掛桜 里 桜
新潟県 極楽寺の野中桜 大山桜
新潟県 小木の御所桜
新潟県 小山田彼岸桜樹林
新潟県 橡平桜樹林
群馬県 三波川の冬桜
埼玉県 石戸子蒲桜
?
????????
東京都 大島の桜株 大島桜
東京都 白山旗桜 里 桜
茨城県 大戸の桜 山 桜
栃木県 金剛桜 山 桜
福島県 三春滝桜 彼岸桜
山形県 伊佐沢の久保桜 彼岸桜
盛岡市 盛岡石割桜 彼岸桜
?????????????????? ??? ?????
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良知足院の奈良八重桜(奈良市)､冬も葉が落
ちず花が咲いている白子の不断桜 (三重県)､
1段目の開花のあともう1回2段目が花咲 く
揖斐の二度桜(岐阜県)､冬になって咲 く三波
川の冬桜(群馬県)､花弁が極端に多弁化して
300枚にもなった兼六園の菊桜 (金沢市)､こ
れらはいづれも天然記念物に指定されたもの
である｡
d)三好はこの間に 『小金井桜花図譜』2冊
を書いている｡小金井堤は山桜の名勝で､第
1韓はA4版､昭和2年(1927年)に出され(図
4)､第1から第14区卜版まで､最初の"富士見
桜'のみ着色図版で残 りは単色となっている｡
第二輯は昭和 3年(1928年)に出され､第15か
ら第29図版までの15図版で扉頁の "鐘旭桜"
のみ彩色で､共に名勝天然記念物に関係する
ものとしての東京市役所の出版である｡
e) もう1冊は 『荒川堤の桜』である｡これ
は東京肝名勝天然記念物調査報告書第8冊と
?
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して昭和6年(1931年)に出されたもので､B
5判である｡荒川堤は里桜の名勝である｡桜
の栽培の由来､桜品種の来歴､そして桜品種
の概略な記載があり､Lj花14.指棟､1亜.闘車､
紅花29品種､縁花2品種､有毛3品種､匂桜
7品種､上向き1品種､1亜品稚､合計56品
種 ･2亜品種のサ トザクラが紹介されているD
このほかホウキサ クラ･ヤマザクラの5品種
も植えられているO 最後に22枚の図版があり､
うち16図版が品種の写真で､最初の方は10品
種の彩色写生図となっている｡三好は早 くか
ら当時としてはそれ程普及していなかったカ
メラによる写真を論文に活用しているが､三
好自身の撮影になるものが殆んどであるだけ
でなく､すぼらしい作品であるC
大正8年(1919年)｢史蹟名勝天然記念物保
存法｣施行以来､長逝の昭和14年(1939年)ま
での21年間に41件､自ら足をはこんで調べ報
告書を執筆しているOその文章は明快かつ要
をえて文学的に香り高いものであったO
三好が建議､法律作成､施行､調査報告と
生涯の情熱を捧げたこの法律は､戦後 ｢文化
財保護法｣の中に包括されて大きく生きてい
る｡
(4)桜の知識普及に尽した三好
大正6年(1917年)4月23日､第1回 ｢桜の
会｣が帝国ホテルで開催された｡この席で三
好は ｢桜の知識｣と題する講演をしている｡
これを機に ｢桜の会｣が結成され､三好は顧
問に推挙されたoこの会の設立趣意によると､
｢桜は古来我国の国花と称せらる｡観近急激
なる物質的進歩に伴ひ､この花を顧るもの少
なくなり､名木次第に凋落せんとする｡誠に
惜むべ く悲しむべき事なり｡今に於て愛護の
方法を講ぜざれば妙品名桜も終に亡び-相謀
りて鼓に桜の会を起し斯の花の愛護と伝播に
I/1'一膝 ･落(-) 細物学者三好.撃 研究資料 II
勉めんとす｣とありO講演会､会報発行､桜
苗木配布など実施している｡
会報 『桜』(F3(]5)は年 1回発行され､桜に
ついての著名な方々の寄稿が満載されているo
昭和13年(1938年)第19号頃になると政府の思
想統制か始まl上 昭和18年(1943年)には遂に
梅の会と合併し梅桜会となり会報が『梅と桜』
と改称され､『桜』は会報23号となり終刊して
いるO
三好は昭和14年(1939年)に亡 くなるまで､
ほとんど毎号寄稿している｡初めの頃は桜の
会をはじめ各地で講演した内容をまとめたも
のであった｡
江戸時代以来の桜(大正 8年武蔵野会講演)
桜 2号
科学上より見たる日本の桜 (大正9年桜の
会講演) 桜3号
昔の桜と今の桜(大正9年南葵文庫講演会)
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図5 『桜｣第 l号の目次 (大正7年､1918)
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桜 4号
桜に就て (大正10年岩手県黒沢尻和賀展勝
会講演) 桜 5号
昭和5年 3月には東北帝国大学卒業式記念
講演会に招かれている｡この講演内容は会報
桜にはなく単行本 『桜』に載っている｡
このほか口絵に何校かの桜の写真を提供し
ている｡『桜』第 1号では小金井の日ノ出桜
を､第2号では荒川堤の有明と法輪寺の2枚
のすぼらしい写真が掲載されている｡
大正14年(1925年)三好は桜の会副会頭とな
り､以後亡 くなるまで15年間この職にあった｡
会報 『桜』は昭和55年(1980年)に復刻版が
出された｡その折第2巻第5号～第8号の巻
頭に桜の会幹事長前島康彦は桜の会に情熱を
注いだ三好とのかかわりについて次のように
のべているO｢桜の会の発祥のそもそもの遠因
となったのは､奇しくも東京府下小金井〕是の
桜保存問題である｡江戸時代以来の桜の名所
であったこの堤が明治時代に至り衰穣枯損著
しくなった｡早 くからこれを研究していた三
好は､早急に保護を必要とする事を痛感し､
明治45年初春戸川安宅氏と連名で "小金井上
水路堤上桜樹保護について'の請願を東京市
長に提出､これが東京市会にとりあげられ
1500円の保護費がついき､大正 2年より保護
が開始された｡
東京市が小金井の桜の保護をはじめた直前
に､尾崎市長による大量の日本の桜をアメリ
カ合衆国首都ワシントン-寄贈する快挙があ
った｡この時の染井吉野桜のほか特に里桜の
品種選定には三好の力に負う所が多かった｡
三好は昭和14年､79オで世を去ったが､実
に ｢桜の会｣を支えた大きな柱であったこと
を忘れてはならないであろう｡
そして毎一引二必ず貴重な文章を載せたのか
154 tf暮壬ii!R,プ'･院'klJI則人J､;'1-研究市己柴(･^^112I,)
三好であ り､両日｣孝雄博士である｡三好は『桜』 とい:)平行本を,Lil.Lている (図6)
掲載の多くの記事をまとめて昭和1O隼に『桜』 三好か 『桜』誌上に発来したものを1-,則HJTu
趨
l M I;IJl一
背 仔L ILT =
rT !l F7) 1h I,T
P Ll
図 6 『桜』の扉 (上右)桜は三好の自筆である (Lli4･LI13年)同見返しと三好の署名 (ド)と t'sakura
JapanereCherry』(昭和16年)の表紙 (十九)
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に集計すると､講演内谷 5編､解説23編､桜 題｣､11編､合計61編の 多数にのぼっている(衣
の愛護者の思い出8編､古文献の解説9編､ 9)C
その他 5編､最後に ｢桜 につ いての文献解 g)三好は外国人ツ- リス トのために桜に
表 9.雑誌 『桜』掲載分の三好翠の論説 (桜の会発行､大正 7年～昭和14年)
人1仁7年
8
8
9
9
10
川
川
hl
l1
11
14
14
14
15
15
15
昭和2年
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
5
5
桜 1号､5-18,良:
汁J.J時代以来の桜 (武蔵野会講演会に於て12,2-13
桜花ILjl考 2.57-63
科'7:Lよr)見たる桜 (大正9年本会講演会に於て)3,2-12
昨年の桜の会に於て,理学博 l:三好学君 3,27
昔の桜と今の桜 4,2-34
花隠手芸譜序 (大9.3.21) 4,35
江北桜語序 (矢lo.1〕 4,36
桜の話 5,2-10
｢草木写生図｣小の桜のl判二就て 5.71-74(人 lf三11.4.18､午后 1時より大和吉野
山東南院で ｢桜の会｣開催,三好は rr1.-野山のfli'｣の講演をしている｡)
名桜の保存に就て 6,1-7
桜の名所 7,24-30
桜に関してF川l翁を想ふ 7,75-76
桜品記載 7,2-8
桜品記載 二 8,2-7
桜に関して徳川碩愉侯を想ふ 8,54-56
三熊花顕桜花帖考並に其解題 8,14-27
桜品記載 三 9,2-8
桜に関して名和靖氏を想ふ 9,96-97
御挨拶に代えて 9,120-122(三好副会頭)
桜品記載 四 10,2-7
左近桜 10,ll
指定せられた桜 10,12-18
指定せられた富士桜の群落 10､ 38-39
桜の健樹と老樹 10,47-49
霞ケ渓の桜と木曽川堤の桜 10.50-52
地主桜考 10,70-73
桜品図扇 10,73
花の下ふし 10,90
武田信顕翁と桜の文献 10,104
匂桜と中村秋春翁 10,104-105
桜の名木と碓井小三郎氏 10,105
押花集解説 10,106-111
桜の名木の保存に就て 10,123-125
桜の讃美 10
桜品記載 五 11,2-7
浴恩園の桜に就いて 11,13-18
荒川の桜に就て舟封書静作翁を想ふ 11.40-41
桜品記載 六 12,2-7
三熊露香の桜塞 12,50-51
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昭和5年
5
6
6
6
6
7
7
8
8
9
9
9
9
9
9
if1
12
13
14
桜の樹齢 12,76-77
桜に関する諸名士の談話 12,99-1()0
桜品記載 七 13,2-7
新に天然紀念物として指定せられたる桜 12号34-36頁
三熊花顕の桜董 12,58
本居宣長翁と桜の讃美 13,85-86
冬咲の桜 14,2-5
桜井勉翁と桜 14,42
桜に現はれたる崎態 15,6-8
国立公園選定地内の桜 15,35-36
美しい枝垂桜 16,2-3
岡本花事と其桜詩 16.17-18
跡見玉枝先生の喜寿を祝して 16,19
西野猪久馬氏と其桜茎 16,37
日桜に裁て 16,39-41
｢群桜花譜｣に就て 16,43-44
桜の向上性の実例 17,2-3
勅銘の桜に就て 18,2-4
桜の美性に就て 19,2-3
熊谷桜に就て 20,2-3(昭和14年4月9日刊行 :1カ月後の同年5月11日に死去)
つ いての英文 の解 説書 『Sakura-Japanese
Cherry』を書いている (E46)o国際観光協会
の依束酎こよるものである｡
内容 を見ると､第 1章は桜の起源 と歴史､
日本は桜の国｡見るだけでなく材 ･花や葉の
塩漬けと大いに利用 している｡
古い都 と周辺-畿内には沢山の山桜があ り､
若葉の色や花の色に富んでいる｡桜は古 く奈
良時代 ･平安時代庭に植えられてお り､京都
嵐山 も吉野山の桜が移 された｡豊臣秀吉は
1594年武将達を引きつれ､吉野山で盛大な花
見の宴を催 した｡江戸時代には花が大きく美
しく､花弁の色あざやかな匂桜など変化に富
んだ里桜か有名 となり､植物学的､園芸学的
研究にも進歩があった｡封建領主の中には愛
好家が現われ､写生画家 も知 られるようにな
り図譜 も出されている｡明治維新で桜は顧 ら
れなくなるなか､高木孫右衛門のような育種
家が育てた桜が荒川堤に植えられている｡
1912年東京市長よりアメリカ合衆国-プレ
セン トされワシン トンのポ トマ ック河畔に植
えられた桜は荒川堤の桜の子孫で五色桜であ
る｡
花見は日本人の社会生活のなかで最 も重要
な行事の一つで､すでに徳川時代には江戸の
花見の図絵が沢山出されている｡
第 2章は桜の種類で､Lll桜､大山桜､里桜､
染井吉野桜､彼岸桜､四季桜､枝垂桜､豆桜
(富士桜)､丁子桜､緋寒桜､冬桜､奈良八重
桜などである｡千里匂をは じめ として若干種
の桜の彩色図も見開き頁でのせてあり､里桜
では一葉､関山､普賢象 (室町時代からの名
桜)のモノクロ写生F3(jが示されている｡
第3章で吉野山､桜川､小金井､荒川堤､
嵐山､御室､邸絹ヶ丘､熊谷堤､霞間が渓､
木曽川堤などが､桜の名所 として紹介されて
いる｡
第4章は特異な桜木として､奈良の八重桜､
白子の不断桜､兼六園菊桜､盛岡石割桜､山
高神代桜､根尾谷淡墨桜､伊佐沢久保桜､三
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春滝桜､狩家下馬桜､石戸蒲桜､大戸の桜､
最後に紙園の桜について日中と夜の二枚の写
真を添えて夜桜をたたえている｡
第5章桜の植樹､第7章桜の鑑賞と保護で
新渡戸稲造の ｢Bushido,theSoulofJapan｣
から引用して本居宣長の ｢敷島の大和心を人
とわば朝日ににおう山桜花｣からはじまって
いるO桜の集団美を讃美し､桜の会､会報『桜』
を紹介し桜の保護を訴えている｡
桜樹下の中世の美女 (浮世絵)や雨水に浮
ぶ花びらなど情緒的写真を各所に添えている｡
第1版は昭和9年(1934)B6版70頁で出版さ
れたO第3版は80頁､昭和16年(1914年)に出
ているが､三好没後2年のため愛弟子の本田
正次博士により加筆されている｡
3. ドイツ留学
(1)ライプチヒ大学フェッファー教授の許へ
帝国大学から植物学研究のため ドイツ留学
を命じられた三好は､明治24年(1891)8月19
日､エンプレス オブ ジャパン号で横浜を
出港している｡太平洋を東に進み､同29日､
カナダ バンクーバーへ上陸､それより陸路
で北米大陸を横断､ニューヨークに到着､9
月10日ニューヨークをフエルスト ビスマー
ク号で出帆､途中､英国のサザンプ トンに寄
り､同19日､ ドイツのタックス--ベンに着
き､ここから-ンブルグ､ベルリンを経由し
て､目的地のライプチヒには､9月19日に到
着している｡
ここのライプチヒ大学には当時､植物生理
学の世界的泰斗のフェッファー教授Wilhelm
Pfefferがおり､教授の許に多くの国々の俊
才が集まり､研錆を積んでいたoそして三好
も同教授の研究室で､3か年余の研究指導を
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受けることになる｡
この時の旅行 とライプチヒ大学の様子に就
いては､三好が同年10月6日付で東京英和学
校 (現青山学院大学)の教員に出した手紙が､
明治24年12月の同校の 『須論』20号 (22-26
蛋)に掲載されており､詳細を知ることが出
来る (この手紙は明治25年2月15日の 『教育
時論』246､27-29頁にも転載)(図7)｡
なお三好が ドイツから郷里岐阜県岩村の父
た1='~r
方の叔父小林 制に当てた絵端書が､小林家に
保存されている｡図8がそれで明治26年 1月､
ライプチヒからの年賀状､次のが同年 8月5
日ミュン-ンからのもので､後の陸軍大将で
同郷の大島健一にライプチヒで会ったことな
どが記されている｡もう一つのものは27年11
月19日にライプチヒ投函のもので､英国､オ
ランダ､ベルギー､オーストリアを漫遊し､
｢不遠帰朝ノ心細▲･-｣と書かれている｡この
当時の三好の書翰で所在の判明しているもの
は､今のところこの3通のみである｡
(2) フェッファー教授の許での研究
1893年3月6日､ライプチヒで開かれた学
会でフェッファー教授は､日本からの留学生
三好の ｢菌糸の趨化性運動に就いて｣の研究
を紹介している｡これが印刷 となったものが､
"UberUntersuchungendesHerrnDr.Miyo-
shiausTokiobetreffenddiechemotropi-
schenBewegungenvonPilzfaden. Von
ProfesserPfeffer"で､Berichtender
mathematisch-physischenClasseder
KOnigl.S宜chs,1893年の1-6頁 (図9)0
指導教授が門弟の研究成果をこの様な形で
紹介する例は､日本では見掛けないように思
うが､三好の研究が特に優れていたからであ
ろう｡この研究が三好がフェッファー教授の
門を叩いた1891年9月から､1年8か月とい
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図 7 三好が明治24年10月6日にライプチヒから東京英和学校の教授講師に宛てた手紙
(Lr須論』第20号22-26頁､帖fT24年)
う短い期間の成果であることを思うと､三好
がいかに優秀であったかが判かる｡
この成果は習1894年に三好の正式な論文
『菌糸の趨化性に就いて』として､ライプチ
ヒで刊行 されていた著名な植物学の雑誌
BotanischeZeitung第52巻に掲載 されてい
る｡これは27頁に及ぶ力作で､4つの表と1
つの図が付されている (図10)C
安江安宣先生に岡山大学資源生物科学研究
所図書館のフェッファー文庫の中にあるこの
論文のコピイを頂いたが､表紙にProf.Pfeff-
erの印があり､三好の論文 (1-27頁､投稿
は1893年 5月)の第27頁に多数の書き込みが
ある｡安江先生によるとフェッファー教授自
身のものではなかろうかとの事であった｡論
文はⅠ.序論 ⅠⅠ.概説と方法 ⅠⅠ.化学的
刺激による菌糸の偏向 Ⅳ.偏向の様式など
の10項目よりなり､最後に研究成果 (上記の
第27頁)が述べられている｡所属はライプチ
ヒ大学植物学教室である｡前述の通 りこの論
文は2年足らずの研究期間で仕上げ､しかも､
きちっとした ドイツ語で書かれている｡三好
の欧米の植物学会-のテビューを飾るにふさ
わしいものと言える｡
この研究に用いたカビは､ケカビMucor
Mucedo,M.stolomfer､ヒゲカビPhycomyces
nitens(接合菌綱 Zygomycetes)､ア オカビ
Penicl'h'um glaucum､コウジカビAsgeygil-
lusniger(子のう菌綱 Ascomycetes)､ミズ
カビSaprolegniaferar(卵菌綱 Oomycetes)
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図8 三好のライプチヒからの年賀状 (明治26年1月)､ミュン-ンからの絵端書 洞 年8月5日仰
ライプチヒからのもの (27年1川 19日付目 小林家所蔵)
で､この論文の図と同じではないが､よく似
たものが 『植物学講義』(明治32年初版)に載
せられている｡安藤の手許にあるのは 『改訂
植物学講義』(明治35年第6版)で､これでは
第392図でMucorにクモノスカビの名が与
えられている｡三好は1894年に『UeberReiz-
bewegungderPolenschlauche』をFlora第
すう
78巻に発表している (図11)｡内容は趨化性､
他の要素､花柱内の花粉管の成長､結論､結
果概要から成り17頁(77-93頁)に及び､1894
年 1月､ライプチヒで結ばれ､フェッファー
教授に心からの謝辞が添えられている｡翌
1895年には 『DieDurchbohrungvonMem-
branendurchPilzfaden』をJahrb.f.wiss.
Botanikの第28巻に発表した(図11)｡これは
269-289頁の20頁に纏めてあり､序､文献､
方法など8章と附図3葉を含んでいる｡三好
は期間を限られた留学ではあったが､当時と
しては極めて斬新な実験植物学の分野で､矢
継ぎ早やに研究成果を発表し､ ドイツ植物学
界に彼の名を知らしめることになった｡そし
て､この頃の日本の植物学者としては類例が
無いのではないかと思うが､20世紀前半の最
も有名なStrasburgerの植物学教科書『Lehr-
buchderBotanikfurHochsculen』(Jena,
1919)の 第632頁 と英 訳本 『Strasburger's
Text-BookofBotany』,(London,1921)の
第761頁に三好のこれらの業績が引用される
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図 9 Pfeffer教授が三好の研究を紹介 した"BerichtendermathematlSCh-physischenClassederKonlgl
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図10a 三好の論文 『ueberChemotropISmuSderPilze』が掲載された BotanlSCheZeitung(52)(1894
Prof.Pfefferの印がある)表紙と第 l頁
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図10b 同第27頁 結果概要へのフェッファー教授のものと思われる書込み (左)と図版 (右)
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図日 三 好 の 論 文 "UeberReizbewegungenderPolenschlauche"Flora(78)(1894,左) と "Dle
DurchbohrungvonMembranendurchPilzfaden'Jahrb,f.wiss.Botanik(28)(1895)(右)
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ことになる｡
今 日でこそ､多くの外国の専門書に日本の
科学者の研究が引用されているが､当時とし
ては破格のことで､三好の門下が書いたもの
の中に､この事に言及したものがある｡
フェッファー教授の許で､研究者 と教育者
の真髄 となるものを与えられた三好は､明治
28年 4月18日帰国すると直ちに帝国大学教授
に任命され､理学博士の学位を授与される｡
この時から当時の 日本には只-一つ しか無かっ
た帝国大学理科大学の植物学教室の経営 ･充
実､彼自身の研究､門下の指導など､三好の
新 しい人生の幕が切って落されることになる｡
あとがき
以上で三好の研究資料ⅠⅠを終るが､彼の最
初の著書 『生理小学』が版行されたのは明治
13年(1880)で､それか ら長逝 した昭和14年
(1939)まで､三好は学究者 として60年近 くの
研究､著述の期間を持った｡生涯に三好が書
き残 した印刷物は 2-3万頁に及ぶのではな
いか と思 うが､これは一般の学究者に比べ極
めて多く､三好の研究資料の調査整理は､ま
だ緒についたばか りの観がある｡今回も本学
図書館の主任司書甘利麗子さんに種々お世話
になった｡最後になったが､厚 くお礼を申上
げる｡
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